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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第40期

第２四半期連結
累計期間

第40期
第２四半期連結
会計期間

第39期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日

自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 1,799,246 1,050,472 5,228,131

経常利益又は
経常損失（△）

(千円) △184,526 64,131 10,570

四半期(当期)純利益又は
四半期(当期)純損失（△）

(千円) △218,747 50,123 △390,937

純資産額 (千円) ― 3,011,886 3,235,646

総資産額 (千円) ― 5,054,943 5,879,396

１株当たり純資産額 (円) ― 219.62 235.89

１株当たり四半期(当期)純
利益又は四半期(当期)純損
失（△）

(円) △15.95 3.65 △28.49

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 59.6 55.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 633,575 ― △433,354

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △113 ― △50,771

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △110,402 ― 363,965

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,782,373 1,261,250

従業員数 (名) ― 243 261

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び子会社４社）が営む事業の内容において、

重要な変更はありません。また、主要な子会社における異動もありません。

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な子会社の異動はありません。

４ 【従業員の状況】

(１) 連結会社における状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 243（21）

(注)　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む。）であり、嘱託１名及びパートタイマ21名は含まれておりません。なお、（　）内は、臨時雇用者数であり、

当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

(２) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 208（10）

(注)　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社の出向者を含む。）であり、嘱託１名及び

パートタイマ10名は含まれておりません。なお、（　）内は、臨時雇用者数であり、当第２四半期会計期間の平均人

員を（　）外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(１) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高（千円）

電子応用機器・装置事業 1,014,171

電子部品組立事業 89,850

合計 1,104,021

　(注) 金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

(２) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

電子応用機器・装置事業 882,331 777,447

電子部品組立事業 94,269 14,684

合計 976,600 792,132

　(注) 金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

(３) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 販売高（千円）

電子応用機器・装置事業 954,602

電子部品組立事業 95,869

合計 1,050,472

　(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先
当第２四半期連結会計期間

販売高（千円） 割合(％)

World Vantage co.,Ltd. 132,241 12.6

　２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

（１）業績の状況

文章中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

① 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、急上昇した原油価格は沈静化の方向で推移いたし

ましたが、米国のサブプライムローン問題に端を発する世界的な金融不安が一層深刻化することとなり、

世界同時株安、円高の昂進など急激な景気後退局面で推移いたしました。 

　当社グループの属する業界におきましては、北京オリンピック開催による特需もあり、薄型テレビやＢ

lu－ray関連商品、デジタルカメラなどのデジタル家電製品やゲーム機などが引き続き好調に推移いたし

ました。なかでもＢlu－rayレコーダは順調に販売台数を伸ばし、ＤＶＤレコーダ全体の50％を占めるま

でに成長いたしました。一方、今まで景気のけん引役であった自動車業界は一転して販売不振に見舞わ

れ、輸出関連業界も円高の昂進により一層厳しさを増す状況の中で推移いたしました。 

　このような環境のなかで当社グループは、黒字転換並びに経営基盤の強化に向けて事業構造改革を継続

し、適正在庫の維持管理、全社的な品質向上に取り組むとともに、積極的な受注活動を展開いたしました

結果、売上高は10億50百万円となりました。また、材料費や外注費の見直し、固定費の圧縮等を中心に諸経

費の削減に取り組みました結果、70百万円の営業利益、64百万円の経常利益、50百万円の四半期純利益と

なりました。 

　なお、主な事業のセグメント別業績は次のとおりであります。

（電子応用機器・装置）

主力の光ディスク関連機器・装置につきましては、当期の戦略製品であるＢlu－ray用ディスク検査装

置（ＢＤ ＭＡＳＴＥＲ）を中心に概ね順調に推移いたしました。しかしながら、量産用光ピックアップ

検査装置（Ｏ－ＰＡＳ１００）、解析／品質保証用光ピックアップ評価装置（ＰＡＬ－１００）等は、引

き合い案件は増加傾向で推移したものの、導入時期の先送りや設備の内製化による需要の伸び悩み等の

影響により低調な推移となりました。 

　その他の特殊機器・装置につきましては、３Ｄスキャナ関連では、レーザ式ホーム限界測定装置（ホー

ムと電車の隙間を非接触にて計測する装置）や多関節デジタイザ用スキャナの貢献により概ね計画どお

り推移いたしました。光応用関連では、ナノ加工装置は性能評価のための実験や試験依頼は増加いたしま

したが受注に至る案件は少なく、波面センサについても計画を下回るなど、低調な推移となりました。 

　以上の結果、電子応用機器・装置の売上高は９億54百万円となり、営業利益は１億42百万円となりまし

た。

（電子部品組立）

製氷機用プリント基板組立は、生産拠点の海外移転に伴い一部の機種が海外生産に移行されたことか

ら生産数量が減少傾向で推移した結果、電子部品組立の売上高は95百万円となり、営業利益は12百万円と

なりました。
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② 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は50億54百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億24百万円

減少いたしました。これは主に、有価証券が５億円増加し、受取手形及び売掛金が10億24百万円、たな卸資

産が２億79百万円それぞれ減少したことによるものであります。 

　負債合計は20億43百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億円減少いたしました。これは主にその他

（未払金）が２億49百万円、賞与引当金が1億17百万円、長期借入金が１億９百万円減少したことによる

ものであります。 

　純資産は30億11百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億23百万円減少いたしました。これは主に資

本剰余金が３億50百万円減少し、利益剰余金が１億31百万円増加したことによるものであります。

（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、17億82百万

円となり、第１四半期連結会計期間末に比べ４億50百万円増加いたしました。 

　各キャッシュ・フローの状況につきましては、以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、４億95百万円となりました。

主な増加要因は、売上債権の減少（４億49百万円）、たな卸資産の減少（１億79百万円）であり、主な

減少要因は、仕入債務の減少（95百万円）、その他の流動負債の減少（１億１百万円）であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、10百万円となりました。

主な増加要因は、定期預金の増減額（19百万円）であり、主な減少要因は、有形固定資産の取得による

支出（10百万円）であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、55百万円となりました。

主な減少要因は、長期借入金の返済による支出（54百万円）であります。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

（４）研究開発活動

当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、63百万円であります。な

お、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間に計画した重要な設備の新設、除却等に

ついて重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画

はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,934,59213,934,592
東京証券取引所
（市場第二部）

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式

計 13,934,59213,934,592― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

― 13,934,592 ― 1,491,375 ― 1,859,930
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式
数(千株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

伊　藤　克　己 静岡県浜松市浜北区 1,350 9.69

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 東京都中央区晴海1丁目８-11 749 5.37

坪　井　邦　夫 静岡県浜松市中区 650 4.66

桑　原　　孝 静岡県浜松市東区 429 3.08

多賀谷　香登美 静岡県浜松市中区 418 3.00

竹　内　正　規 静岡県浜松市浜北区 411 2.94

パルステック工業持株会
静岡県浜松市北区東三方町

90－３
261 1.87

木　下　達　夫 静岡県浜松市中区 237 1.70

内　山　　亨 静岡県浜松市天竜区 218 1.56

坂　倉　　茂 静岡県浜松市中区 210 1.50

計 ― 4,934 35.41

(注) １　上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式は、すべて信託業務に係る株式であります。　

２　スパークス・アセット・マネジメント株式会社から、平成19年７月31日付けの大量保有報告書に関する変更報

告書の写しの送付があり、同日現在で710千株を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第

２四半期連結会計期間末時点における実質所有株式数が確認できませんので、上記大株主の状況には含めて

おりません。なお、スパークス・アセット・マネジメント株式会社の大量保有報告書の内容は以下のとおりで

あります。

　大量保有者　　　　　スパークス・アセット・マネジメント株式会社

　住所　　　　　　　　東京都品川区大崎一丁目11番２号ゲートシティ大崎

　保有株券等の数　　　株式　710,000株

　株券等保有割合　　　5.10％

３　上記のほか、自己株式が220千株（1.58％）あります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ―

議決権制限株式(その他) ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 　　220,000

―
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式　13,311,000 13,311同上

単元未満株式 普通株式 　　403,592　 ― 同上

発行済株式総数 13,934,592― ―

総株主の議決権 ― 13,311 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式がそれぞ

れ1,000株（議決権１個）及び145株含まれております。　

２　単元未満株式数には、当社所有の自己保有株式805株が含まれております。

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
パルステック工業株式会社

静岡県浜松市北区
東三方町90－３

220,000 ― 220,000 1.57

計 ― 220,000 ― 220,000 1.57

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 169 190 169 155 129 120

最低(円) 141 141 155 122 97 92

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部の公表によるものであります。

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、ときわ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 732,373 724,767

受取手形及び売掛金 1,225,090 2,249,542

有価証券 1,050,000 550,000

製品 25,468 24,527

原材料 142,511 265,729

仕掛品 527,205 684,485

その他 31,230 32,367

貸倒引当金 △2,456 △22,383

流動資産合計 3,731,422 4,509,036

固定資産

有形固定資産 ※１
 860,717

※１
 886,269

無形固定資産 615 742

投資その他の資産

投資有価証券 124,938 164,127

その他 358,982 341,455

貸倒引当金 △21,733 △22,235

投資その他の資産合計 462,187 483,347

固定資産合計 1,323,521 1,370,359

資産合計 5,054,943 5,879,396

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 172,934 207,984

1年内返済予定の長期借入金 219,996 219,996

未払法人税等 5,188 7,901

賞与引当金 － 117,021

その他 ※３
 419,069

※３
 756,249

流動負債合計 817,187 1,309,153

固定負債

長期借入金 493,346 603,344

退職給付引当金 684,915 668,857

役員退職慰労引当金 13,942 13,942

その他 33,666 48,452

固定負債合計 1,225,870 1,334,596

負債合計 2,043,057 2,643,749
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,491,375 1,491,375

資本剰余金 1,859,930 2,210,645

利益剰余金 △186,904 △318,870

自己株式 △161,988 △161,584

株主資本合計 3,002,413 3,221,565

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 679 3,716

為替換算調整勘定 8,793 10,364

評価・換算差額等合計 9,472 14,080

純資産合計 3,011,886 3,235,646

負債純資産合計 5,054,943 5,879,396
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 1,799,246

売上原価 1,427,579

売上総利益 371,667

販売費及び一般管理費 ※
 546,412

営業損失（△） △174,745

営業外収益

受取利息 1,980

受取配当金 306

その他 3,931

営業外収益合計 6,218

営業外費用

支払利息 7,648

為替差損 2,146

投資事業組合運用損 6,205

営業外費用合計 15,999

経常損失（△） △184,526

特別利益

貸倒引当金戻入額 300

その他 152

特別利益合計 453

特別損失

固定資産除却損 1,630

投資有価証券評価損 28,377

その他 2,721

特別損失合計 32,729

税金等調整前四半期純損失（△） △216,802

法人税、住民税及び事業税 1,944

法人税等合計 1,944

四半期純損失（△） △218,747
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 1,050,472

売上原価 718,406

売上総利益 332,066

販売費及び一般管理費 ※
 261,832

営業利益 70,233

営業外収益

受取利息 1,173

受取配当金 180

その他 3,096

営業外収益合計 4,450

営業外費用

支払利息 3,694

為替差損 652

投資事業組合運用損 6,205

営業外費用合計 10,552

経常利益 64,131

特別利益

その他 1

特別利益合計 1

特別損失

固定資産除却損 468

投資有価証券評価損 9,850

その他 2,721

特別損失合計 13,039

税金等調整前四半期純利益 51,093

法人税、住民税及び事業税 970

法人税等合計 970

四半期純利益 50,123
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △216,802

減価償却費 37,373

貸倒引当金の増減額（△は減少） △20,414

賞与引当金の増減額（△は減少） △117,021

退職給付引当金の増減額（△は減少） 16,057

受取利息及び受取配当金 △2,286

支払利息 7,648

為替差損益（△は益） 242

投資事業組合運用損益（△は益） 6,205

有形固定資産除却損 1,630

投資有価証券評価損益（△は益） 28,377

売上債権の増減額（△は増加） 1,021,993

たな卸資産の増減額（△は増加） 277,478

仕入債務の増減額（△は減少） △32,173

未払消費税等の増減額（△は減少） △53,717

その他 △311,934

小計 642,655

利息及び配当金の受取額 2,294

利息の支払額 △8,078

法人税等の支払額 △4,019

法人税等の還付額 721

営業活動によるキャッシュ・フロー 633,575

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △9,655

定期預金の払戻による収入 23,172

有形固定資産の取得による支出 △15,637

投資有価証券の売却による収入 600

貸付金の回収による収入 1,406

投資活動によるキャッシュ・フロー △113

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △109,998

自己株式の取得による支出 △404

財務活動によるキャッシュ・フロー △110,402

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,936

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 521,122

現金及び現金同等物の期首残高 1,261,250

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,782,373

EDINET提出書類

パルステック工業株式会社(E02021)

四半期報告書

16/26



【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

当社グループは、前連結会計年度まで３期連続して当期純損失を計上し、当第２四半期連結累計期間に

おいても引き続き２億18百万円の四半期純損失を計上しております。 

　このような状況により、当社グループには継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。 

　当社グループは、当該状況の早期解消に向けて受注の確保に重点を置き、併せて経費削減、原価低減及び

在庫削減等に一層注力してまいります。 

　受注確保につきましては、主力の光ディスク関連機器・装置は、依然として厳しい受注環境が継続して

おりますが、価格競争力のあるＢlu－ray用ディスク検査装置（ＢＤ ＭＡＳＴＥＲ）、量産用光ピック

アップ検査装置（Ｏ－ＰＡＳ１００）等の受注に注力いたします。 

　その他の特殊機器・装置につきましては、３Ｄスキャナは、金型製作のリードタイム短縮やリバースエ

ンジニアリング用途など、デジタル３次元データの活用ニーズが着実に増大しておりますので、引き続き

多関節デジタイザ用を中心に３次元測定機用やシステム製品等の拡販に注力するとともに、海外展開や

計測サービス事業の拡大に注力いたします。ナノ加工装置や波面センサなどの光応用製品は、引き続き製

品の用途を絞り、確実に受注に結びつけるよう活動いたします。個別の特殊機器受託製品につきまして

は、専門チームにて新たなニーズの取り込み、新規ユーザ開拓に注力いたします。 

　また、大手リース会社の協力を得て、戦略的にリース提案できる環境を整えましたので、今後の受注活動

への効果を期待しております。 

　経費削減につきましては、固定費の削減に重点を置き、諸経費の節減努力を継続いたしますので、総費用

は今後も予算の範囲内で推移する予定であります。 

　原価低減につきましては、購入単位や購入時期の最適化、在庫の見直し等に取り組んでおり、一部には低

減効果が現れていますが、原材料費の値上げ要請もあることから、さらなる努力が必要であります。 

　新規事業への取り組みにつきましては、コア技術を活用した投資リスクの少ない事業領域において、比

較的短期間で、業績貢献できる事業に的を絞り活動を開始し、ニーズのある企業との共同開発や受託開発

にも積極的に対応していく予定であります。 

　なお、引き続き経営資金は十分確保されており、売上債権も順調に回収されております。 

　よって、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上述した重要な疑義の影響を四

半期連結財務諸表には反映しておりません。
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

１　会計処理の原則及び手続の変更

（１）棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として個別法による原価法によっておりました

が、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５

日　企業会計基準第９号）が適用されたことに伴い、主として個別法による原価法（貸借対照表価額については

収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失、税金等調整前四半期純損失及び四半期純損失が

56,606千円増加しております。なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

（２）「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失、税金等調整前四半期純損失及び四半期純損失が

9,408千円増加しております。なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変動がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度にかかる減価償却費の額を期間按分する方法によって

おります。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　2,065,272千円※１　有形固定資産の減価償却累計額　2,135,417千円

　２　当座貸越契約 　２　当座貸越契約

当社は、運転資金の効率的な調達も行うため、取引

銀行３行と当座貸越契約を締結しております。借入

枠としては950,000千円ありますが、当四半期連結会

計期間末日における実行残高はありません。

同左

※３　ファクタリング方式により振替えた仕入債務の未

　払額

※３　ファクタリング方式により振替えた仕入債務の未

　払額

216,331千円 439,625千円

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当 135,994千円

退職給付費用 11,579

研究開発費 141,340

第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当 70,560千円

退職給付費用 5,749

貸倒引当金繰入額 778

研究開発費 63,271

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 732,373千円

有価証券 1,050,000

現金及び現金同等物 1,782,373千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日

　至　平成20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式（千株） 13,934

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式（千株） 220

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４　配当に関する事項

(１) 配当金支払額

該当事項はありません。

(２) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のう

　　ち、配当の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)
電子応用機器
・装置事業

電子部品
組立事業

合計 消去又は全社 連結

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高 954,602 95,8691,050,472 ― 1,050,472

営業利益又は営業損失（△） 142,815 12,298 155,113△84,880 70,233

　
(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分に属する主要な製品の名称

① 電子応用機器・装置事業・・・光ディスク関連機器・装置、その他特殊機器・装置

② 電子部品組立事業・・・・・・製氷機用プリント基板組立、その他のプリント基板組立等

③ その他の事業・・・・・・・・その他

３　会計処理の方法の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５

日）を適用しております。

（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）

第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用しております。

　
　
当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

電子応用機器
・装置事業

電子部品
組立事業

合計 消去又は全社 連結

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高 1,606,908192,3381,799,246 ― 1,799,246

営業利益又は営業損失（△） △12,398 15,757 3,359△178,104△174,745

　
(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分に属する主要な製品の名称

① 電子応用機器・装置事業・・・光ディスク関連機器・装置、その他特殊機器・装置

② 電子部品組立事業・・・・・・製氷機用プリント基板組立、その他のプリント基板組立等

③ その他の事業・・・・・・・・その他

３　会計処理の方法の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５

日）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、営業損失が、電子応用機器・装置

事業で56,606千円増加しております。

（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）

第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に

比べて、営業損失が、電子応用機器・装置事業で9,408千円増加しております。

　

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)
本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメン
ト情報の記載を省略しております。
　
当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)
本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメン
ト情報の記載を省略しております。
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【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

アジア 北米 ヨーロッパ 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 215,424 116,620 47,461 379,506

Ⅱ　連結売上高(千円) 1,050,472

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 20.5 11.1 4.5 36.1

　
(注) １　国または地域は、地理的近接度によって区分しております。

２　各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

① アジア・・・・台湾、韓国、中国、マレーシア、シンガポール、アラブ首長国連邦、インドネシア

② 北米・・・・・アメリカ、カナダ

③ ヨーロッパ・・オーストリア、スウェーデン、オランダ、ロシア

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

　
当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

アジア 北米 ヨーロッパ 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 371,785 144,033 49,047 564,867

Ⅱ　連結売上高(千円) 1,799,246

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 20.7 8.0 2.7 31.4

(注) １　国または地域は、地理的近接度によって区分しております。

２　各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

① アジア・・・・台湾、韓国、中国、インド、マレーシア、シンガポール、アラブ首長国連邦、

インドネシア

② 北米・・・・・アメリカ、カナダ

③ ヨーロッパ・・オーストリア、スウェーデン、オランダ、ロシア

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

　

(有価証券関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

その他有価証券で時価のあるもののうち、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認められる

ものはありません。

(デリバティブ取引関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

該当事項はありません。

(ストック・オプション等関係)

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

該当事項はありません。

(企業結合等関係)

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 219.62円 １株当たり純資産額 235.89円

２　１株当たり四半期純利益又は四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純損失（△） △15.95円

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純損失金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりませ

ん。

２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失（△）(千円) △218,747

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △218,747

普通株式の期中平均株式数(千株) 13,715

第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 3.65円

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりませ

ん。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 50,123

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 50,123

普通株式の期中平均株式数(千株) 13,714

(重要な後発事象)

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

(リース取引関係)

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期連結累計期間におけるリース取引残高は、前連結会計年度末に比べて、著しい変

動が認められないため、記載しておりません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

パルステック工業株式会社(E02021)

四半期報告書

25/26



独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月11日

パルステック工業株式会社

取 締 役 会　御　中

　

と き わ 監 査 法 人

　
代表社員
業務執行社員

公認会計士　　疋田　憲司　　印

　
代表社員
業務執行社員

公認会計士　　岩田　礼司　　印

　
　
Ⅰ． 四半期レビューの対象

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

るパルステック工業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四

半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平

成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対

照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを

行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
　　
Ⅱ． 実施した四半期レビューの概要

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する

者等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国に

おいて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限

定された手続により行われた。
　　
Ⅲ． 四半期レビューの結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、パルステック工業株式会社及び

連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び

第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　　
Ⅳ． 追 記 情 報

継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は前連結会計年度まで３期連続して、当

期純損失を計上し、当第２四半期連結会計期間においても四半期純損失を計上しており、継続企業の前

提に重要な疑義が存在している。当該状況に対する経営者の対応は当該注記に記載されている。

　連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を連結財務諸表

に反映していない。
　　
Ⅴ． 利 害 関 係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。

以　上
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　報告書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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